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○個人やチーム内での気付き 

学習テーマ：チームが勝つためにはどうすればよいのだろう。 

○ゲーム中や活動後の振り返り ○ゲーム中の活動 

〈言葉かけ〉 〈関わり〉 

〈場や規則〉 

Anticipation（見通し・予測） 

気付き・考える 

Reflection（振り返り） 
振り返り・気付き 

Action（行動） 

活動する 

〈多摩支部の研究テーマ〉 

チームのために自ら気付き、考え、動く！ 
～どの子も運動の楽しさを味わえるティーボール学習を目指して～ 

「チームのために自ら気付き、考え、動く！～どの子も運動の楽しさを味わ

えるティーボール学習を目指して～」研究の概要 
川崎市立小学校体育研究会 多摩支部 永井正人（宿河原小学校） 

○昨年度の多摩支部のテーマについて 

ゲーム ベースボール型ゲーム（中学年） 

「チームのために自ら気付き、考え、動く！～どの子も運動の楽しさを味わえるティーボール学習をめざして～」 

 

 

 

 

 

 

〇昨年度の成果と課題 

・どの子もボールを遠くに飛ばし、得点する楽しさを十分に味わうことができた。 

・攻撃に目を向けつつ勝つために必要なこととして、自然と守備の意識が生まれた。 

・ただ、守備の意識は生まれたものの自分や仲間が捕球できるかどうかという不安から、 

ベースまで投げずに走ってアウトをとる姿が見られた。 

高学年に向けて… 

中学年で遠くにボールを飛ばして得点する楽しさを味わえば、高学年では、守備面の思考（守備隊 

形、中継プレー、カバーリングなど）がより生まれるのではないか。 

 

○今年度の多摩支部のテーマについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇支部でめざす子供の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの子も得点をとる楽しさを味わわせたい 

児童の実態（中学年）は…  
ルールを知らない。運動経験の差が激しい。（バットの取り扱い・小さなボールの操作） 

      △個人差がある 

 

どの子もボールを打って得点し、守備の隊形を意識して守り、 

友達と関わりながら自分が出来ることに気付きティーボールを楽しむ子 

高学年でのベースボール型ゲームの楽しさを味わうとともに、 
どの子もチームの勝利のために気付き、考え、活動させたい 
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ピッチングライン 

○ゲームの流れ 

○攻  

・進塁したところまでの得点。残塁なし。 

・３つの攻撃の形を選べる。（ティー、トス、ピッチング） 

 ティー  ：１塁→１点、２塁→２点、３塁→３点、本塁→４点 

 トス   ：１塁→２点、２塁→４点、３塁→６点、本塁→８点 

ピッチング：１塁→３点、２塁→６点、３塁→９点、本塁→１２点 

※ただし、トスとピッチングは３球まで。 

○守  

・先回りアウト制…打球を捕ったら、打者が通過していない塁のアウトゾーンでアウトが取れる。 

→打者はそれ以上進めない。塁のサークル内で捕球した子が「アウト」コールでアウト。 

※走りこんでのアウトはなし。 

・フライアウト制…フライをノーバウンドで捕ったらアウト→０点 

○攻  

・ボールを打ったら塁のコーンにタッチする。 

・先回りされたところには進塁できない。（例）３塁でアウトを取られたら２塁までの得点。 

２．目指す子供の姿にせまるための手立て 

 ①場や規則の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ゲームのルール 

・1ゲーム ２回の表裏 
・１回の攻撃で全員打つ。 
・守備の人数は５人 
（打者１人ごとにローテーションで交代） 

・1塁までの距離が短いため、誰もが得点できる。進塁するごとに得点が加算されるため、 

たくさん点をとる喜びを味わえる。 

・○攻 2～3塁間が広く空いているため、ヒットゾーンが広く打球が抜けやすい。 

・○守 2～3塁間が長いため、守備側がどこでアウトを取るかを判断するための時間ができる。 

トス→投げやすい所から味方がやさしい投球。 

ピッチング→ピッチングラインのところから味方が投球。 

 

多摩支部が考えるトラぺゾイドコートの有効性 

トスゾーン 

（２ｍ程度） 
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 ②関わり 

  〇教師と子供の関わり 

・「打つ・投げる・捕る」といった基本的な技能の指導 

   ・視覚化して全体に共有することで、自分に合った技能のポイントを見つけることができるよう 

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇道具と子供の関わり 

・プールスティックを打つことで、ボールを打つ時の感覚を 

短い時間で何度も味わうことができるようにする。 

 

  〇子供同士の関わり（ティータイム） 

・バッティング練習や、ボールキャッチの練習など、技能を 

高め合う時間にあてたり、それぞれのチームの打順、守備 

の仕方などの作戦について話し合ったりする時間にする。 

 

③気付きを促す言葉かけ 

〇価値付けの言葉かけ 

・単元前半では技能面中心の言葉かけから、単元後半では自分の役割を意識して考えたことを 

表現している姿を価値付けていく。 

 

      

 

 

 

〇考える視点の明確化するための言葉かけ 

 ・見通しをもって活動することができるようにするために、教師が思考を促す発問していく。 

    

 

   

   

〇支援の言葉かけ 

   ・ティーボールを苦手とする児童が運動の楽しさを十分に味わいながら、「できた」を実感する 

ために技能のポイントを伝えていく。 

 

 

 

 

 

 

より得点をとるためにはどうし
たらいいのかな？ 

チームの作戦を成功させるた
めに自分は何ができるかな？ 
 

打球が間を抜けて行ったらどう
動けばいいの？ 

「ねらって、引いて、打つ」を意識
してバットを振ってみよう！ 

アウトゾーンの手前でワンバウン
ドさせると苦手な子も捕りやすい
よ！ 

ナイスバッティング！「ねらっ
て、引いて、打つ」ができている
ね。背中にバットが当たるくら
い振り切るともっと遠くに飛ば
すことができるよ！ 

ナイス中継プレー！どこの塁で

アウトを取ればいいかを声をか

け合いながら全員で動いて掴み

取ったアウトだね！ 
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実践① 登戸小学校 6 年生 

◎誰もが思いきりバットを振り、自

分にあった方法（ティー、トス、ピ

ッチング）を選んだり挑戦したり

して、得点することを楽しむ姿が

見られた。 

 

◎どうすれば相手の得点を防ぐこ

とができるか、個人やチームで

大切にしたい動きを考え、実践

しようとする姿が見られた。 

 

◎チームの友達とゲーム前に話し

合ったり、プレー後に振り返っ

たりすることを通して、チーム

の方針や自分の役割を考える姿

が見られた。 

 

 

実践② 宿河原小学校 5 年生   

A 児 

【攻撃】 

〇力いっぱい打ったり、ボールをミートし

て打ったりすることができる。 

【守備】 

○投げたり捕球したりすることができる。 

▲自分で捕って自分で塁へ走ったり、味方

が捕れないボールを投げたりしてしま

っていた。 

  

【攻撃】 

◎打ち方を味方にアドバイスしたり、打つ方向を考えて

打撃したりすることができるようになった。 

【守備】 

◎全体を把握して、どこに投げればいいのかコー

チングしたり、カバーに入ったりする姿が見ら

るようになった。 

〇味方が捕りやすいようにワンバウンドで投げた

り下投げでなげたりする様子が見られた。 

B 児 

【攻撃】 

▲止まっているボールに当てるのも難しい。 

○１塁まで全力で走り加点することで所

属感を得ることができていた。 

【守備】 

  

【攻撃】 

〇ボールをよく見て当てることができるようになった。 

▲動いているボールを打つ技能が高まりきらなかった。

２倍３倍のルールでの活躍が難しくなってしまった。 

【守備】 
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▲何をすればいいかどう動けばいいかわ

からず、立ちつくすことが多かった。速い

ボールをキャッチするのが難しい。 

◎打たれた瞬間にどこに向かえばいいのか何をす

ればいいのか判断することができ、先読みをし

て動くことができるようになった。 

 

実践③ 中野島小学校 5 年生 

  ◎単元前半 

  ◎単元後半 

 

 

 

 

 

 

児
童
が
書
い
た
学
習
カ
ー
ド
か
ら
読
み
取
れ
る
主
な
児
童
の
思
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ルールを理解

し、どうすれば

失点を最小に出

来るか？ 

点数をたくさん

取って相手に勝

つためにどうす

ればよいか？ 

守備 

攻撃 

・チームの作戦から自

分が出来ることを考え

て振り返りをしてい

る。 

・攻撃も守備も自分た

ちが出来ることを考

え、勝つために必要な

ことを思考している。 
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2 年間の研究から見えたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成果 

 

 

 

△課題 

 

 

 

 

 
中学年 バットでボールを遠くに飛ばす！ 

攻撃でどの子も得点をさせたい！ 

攻撃中心の指導 

どの子も得点を取れる場・規則 

 安心してできる用具 

ボールを打って得点！ 
＋ 

 

守備への意識 

高学年ではさらに守備の隊形を！ 

さらに勝つために気付いて考えて

ゲームを楽しんで欲しい！ 

高学年 

攻撃 守備 

場・規則

 
関わり 

言葉かけ 

 チームが勝つためには… 
・止まってる球、 

 易しく投げられた球を打つ。 

・全力で走塁する。 

・相手守備の隊形、相手チームとの

点差などの状況から攻撃の仕方を考

え選択する。 

・打球の方向、勢いからどこでア

ウトを取るか判断する。 

・走者、味方の動きを見てどこに動くか

判断する。（塁への移動、カバー、中継） 

・相手意識をもって送球、捕球ができる。 

・味方の守備への指示を出す。 

教師の指導・支援 

・トラぺゾイドティーボールを行うことで中学年、高学年の児童がティー

ボールの楽しさに触れることができた。 

・「勝つためにはどうすればよいか？」を問いかけて『気付き』を促してい

くことで「チームが勝つためにはどうすればよいだろう？」と児童自ら

『考え』、「次は〇〇してみよう」と『めあて（活動）』が生まれることで

チームとしても個人としても学びを深める様子が見られた。 
 

・単元前半で基本的な技能を身に付けることができるように、指導やポイ

ントの提示をしてきたが、その技能を身に付ける良さへの気付き、身に

付けられるようなポイントの焦点化を行うことでさらに思考判断が深

まったのではないか？ 


